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「
私
、
失
敗
し
な
い
の
で
」

　

高
視
聴
率
を
稼
ぐ
人
気
ド

ラ
マ
中
で
、
人
気
女
優
の
演

じ
る
見
目
麗
し
い
敏
腕
外
科

医
が
放
つ
決
め
台
詞
で
あ

る
。
手
術
が
「
成
功
」
し
た

ら
ど
ん
な
難
病
も
進
行
癌
も

完
治
し
て
し
ま
う
、
と
い
う

現
実
離
れ
し
た
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
が
、
ド
ラ
マ
と
し
て

視
聴
す
る
分
に
は
純
粋
に
面

白
い
。
そ
し
て
、
同
じ
コ
ン

セ
プ
ト
の
名
作
医
療
漫
画
を

思
い
出
す
。

　

45
年
前
、
医
師
免
許
を
持

つ
一
漫
画
家
に
よ
り
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
（
以
下
Ｂ
Ｊ
）

と
い
う
外
科
医
が
生
み
出
さ

れ
た
。
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク

な
性
格
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
持
つ
が
、
天
才
的
な
技
術

で
強
烈
な
カ
リ
ス
マ
を
発
揮

す
る
外
科
医
で
あ
っ
た
。
中

高
生
時
代
の
私
は
こ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
惹
か
れ
単
行
本

を
全
巻
読
破
し
、
今
で
も
細

か
い
台
詞
の
一
言
ま
で
記
憶

し
て
い
る
。
医
学
部
卒
業

後
、
脇
目
も
振
る
こ
と
な
く

志
望
し
て
外
科
医
に
な
っ
た

が
、
進
路
選
択
の
上
で
Ｂ
Ｊ

へ
の
憧
れ
が
意
識
の
深
層
に

あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　

さ
て
。
Ｂ
Ｊ
誕
生
後
ほ
ぼ

半
世
紀
を
経
た
今
、
外
科
の

人
気
は
低
迷
し
て
い
る
。
先

日
新
専
門
医
制
度
に
お
け
る

専
攻
医
登
録
が
終
了
し
た

が
、
現
時
点
で
外
科
の
専
攻

医
登
録
者
数
は
例
年
に
比
べ

て
６
％
ほ
ど
少
な
い
７
６
７

名
で
あ
る
。
特
に
地
方
格
差

が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
東

京
都
の
１
７
０
名
に
対
し

て
、
な
ん
と
１
名
の
み
の
県

が
３
つ
存
在
す
る
と
い
う
由

々
し
き
事
態
で
あ
る
。
わ
が

慶
應
義
塾
に
は
こ
の
よ
う
な

中
で
も
昨
年
に
続
い
て
20
名

を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
改

め
て
諸
先
輩
方
の
築
か
れ
て

き
た
底
力
を
実
感
し
て
い
る

次
第
で
あ
る
が
、
自
分
た
ち

さ
え
安
泰
な
ら
ば
良
い
な
ど

と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

　

反
面
、
外
科
医
を
主
役
と

し
た
ド
ラ
マ
は
連
綿
と
続
い

て
お
り
常
に
人
気
作
品
で
あ

る
。
Ｂ
Ｊ
を
見
て
外
科
医
を

志
す
若
者
は
も
う
い
な
い
か

も
知
れ
な
い
が
、
外
科
は
永

遠
にoperation theater

の

主
役
で
あ
り
、
潰
え
る
こ
と

は
な
い
。
手
術
に
魅
せ
ら
れ

て
外
科
を
選
ぶ
若
者
を
増
や

す
の
は
わ
れ
わ
れ
の
使
命
で

あ
る
。
昨
春
よ
り
多
く
の
研

修
医
を
抱
え
る
中
核
病
院
の

外
科
部
長
を
拝
命
し
、
如
何

に
し
て
若
い
世
代
に
外
科
の

魅
力
を
伝
え
て
行
く
か
連
日

自
己
問
答
中
で
あ
る
。

（
東
京
都
済
生
会
中
央
病
院

　

外
科
部
長

 

原
田
裕
久　

71
回
）

Precision M
edicine

「
精
密
医
療
」

J
K
i
C
産
学
医
連
携
の
取
り
組
み

佐
谷 

秀
行（
60
相
当
）

先
端
医
科
学
研
究
所

遺
伝
子
制
御
研
究
部
門
教
授

新
病
院
棟
竣
工
の
年

新
世
紀
へ
の
期
待
を
胸
に

平成30年 新年祝賀式開催
　

医
学
部
で
は
、
毎
年
新
春

を
迎
え
て
、
教
職
員
お
よ
び

三
四
会
員
に
よ
る
新
年
祝
賀

式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
、
1
月
5
日（
金
）に
慶

應
義
塾
大
学
病
院
2
号
館
11

階
の
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

頭
に
天
谷
雅
行
医
学
部
長
が

年
頭
の
詞
を
述
べ
、
長
谷
山

彰
塾
長
、
小
林
弘
祐
北
里
研

究
所
理
事
長
、
武
田
純
三
三

四
会
長
、
鈴
木
則
宏
医
学
部

教
授
（
教
職
員
代
表
）
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
賀
詞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
と
親
交
の

深
い
学
校
法
人
北
里
研
究
所

か
ら
、
小
林
弘
祐
理
事
長
の

ほ
か
役
員
の
方
々
、
ま
た
北

里
家
を
代
表
し
て
北
里
一
郎

氏
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、
冒

ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
川
雄
光
病
院
長

の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
っ
た

懇
親
会
で
は
、
三
四
会
役
員

の
方
々
、
関
連
病
院
会
、
医

学
部
、
看
護
医
療
学
部
、
薬

学
部
の
教
員
の
方
々
等
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
新
年
の
挨

拶
を
交
わ
し
、
新
病
院
棟
竣

工
の
年
の
は
じ
ま
り
を
祝
い

ま
し
た
。

　

新
年
祝
賀
式
と
併
せ
て

「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應
義
塾

医
学
振
興
基
金
」
に
基
づ
く

医
学
研
究
奨
励
賞
授
賞
式
が

行
わ
れ
、
藤
田
淳
特
任
准
教

授
と
山
田
満
稔
助
教
の
2 

名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
撮
影
：
井
上 

悟
）

小
林
弘
祐
北
里
研
究
所
理
事
長
に
よ
る
ご
挨
拶

新年祝賀式の様子

医
学
研
究
奨
励
賞
受
賞
者
。
左
か
ら
、
柚
㟢
通
介
医
学
研
究
奨

励
事
業
委
員
長
、
藤
田
淳
特
任
准
教
授
、
長
谷
山
彰
塾
長
、
山

田
満
稔
助
教
、
天
谷
雅
行
医
学
部
長

　

が
ん
の
治
療
に
お
い
て
、

標
準
治
療
と
呼
ば
れ
る
平
均

的
な
患
者
向
け
の
医
療
に
は

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
個

々
の
患
者
に
お
け
る
が
ん
の

特
性
に
基
づ
く
医
療
、
つ
ま

りpersonalized medicine

（
個
別
化
医
療
）
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
人

一
人
の
患
者
に
合
わ
せ
た
治

療
は
理
想
で
は
あ
る
が
、
そ

の
解
析
や
薬
剤
開
発
に
要
す

る
時
間
や
コ
ス
ト
を
考
え
る

と
現
実
的
に
は
難
し
い
。
そ

こ
で
、
患
者
を
一
定
の
サ
ブ

グ
ル
ー
プ
群
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
に

適
し
た
治
療
を
行
お
う
と
い

う
考
え
、
つ
ま
り
標
準
治
療

と
個
別
化
医
療
の
間
に
位
置

す
る
医
療
がPrecision 

Medicine

（
精
密
医
療
）
で

領
域
1

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
サ
ブ
グ
ル
ー

プ
分
け
は
、
ゲ
ノ
ム
の
配
列

の
違
い
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

て
き
た
が
、
本
領
域
で
は
プ

ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
、
エ
ピ
ジ
ェ

ネ
テ
ィ
ク
ス
、
メ
タ
ボ
ロ
ー

ム
解
析
な
ど
オ
ミ
ッ
ク
ス
解

析
デ
ー
タ
を
取
り
入
れ
て
、

多
角
的
な
生
物
学
的
情
報
及

び
医
療
情
報
を
ベ
ー
ス
に
実

施
し
、
最
適
な
医
療
の
提
供

を
目
指
す
。
更
にprecision 

medicine

を
、
患
者
間
を
サ

ブ
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
適
切

な
治
療
を
実
施
す
る
と
い
う

現
行
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
、
腫

瘍
組
織
を
構
成
す
る
細
胞
の

不
均
一
性
を
検
出
す
る
手
段

を
見
出
し
、
そ
の
不
均
一
な

細
胞
を
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
化

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ブ
グ
ル

ー
プ
に
対
す
る
新
た
な
標
的

治
療
法
を
開
発
す
る
方
向
に

発
展
さ
せ
る
。

　

腫
瘍
組
織
の
不
均
一
性
を

誘
導
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し

て
は
、
ゲ
ノ
ム
変
異
は
も
ち

ろ
ん
の
事
、
が
ん
幹
細
胞
を

頂
点
と
し
た
分
化
の
違
い
、

上
皮
間
葉
転
換
な
ど
エ
ピ
ジ

ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
終
的

に
は
、
腫
瘍
が
含
有
す
る
細

胞
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
を
検
出

し
、
そ
れ
ら
の
要
素
を
持
つ

患
者
を
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
化

し
、
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

テ
ィ
ク
ス
の
技
術
を
駆
使
し

て
、
分
子
標
的
治
療
や
免
疫

療
法
を
含
む
適
切
な
治
療
を

併
用
す
る
こ
と
で
、
が
ん
を

根
治
出
来
る
新
た
な
戦
略
を

構
築
す
る
こ
と
を
本
領
域
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
領
域
で
は
主
と
し

て
が
ん
を
標
的
疾
患
の
中
心

に
据
え
て
戦
略
研
究
を
行
う

（1,000,000－2,000）×40％ 都道府県民税 ＋ 市区町村税

■新病院棟建設にかかわる募金名称・期間種別
Ａ 新病院棟建設事業募金
� （2013年１月１日～2018年３月31日）
Ｂ 使途指定寄付（信濃町新病院棟建設資金）
� （2010年10月１日～2012年12月31日）
Ｃ 創立150年記念事業募金（信濃町新病院棟建設資金）
� （2005年10月１日～2010年９月30日）
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100万円

2018/2/8現在

＊銘板の掲出条件
～個人・法人・有志団体～
寄付累計額　100万円以上
～有志団体について（Q４参照）～
構成人数　５名以上
＊銘板掲出場所
新病院棟（１号館）１階正面入口付近
　　　　　　　　　ホスピタルモール（予定）

新病院棟建設事業募金
新病院棟完成に向かって募金期間あと１ヶ月余り！
建物にお名前を残します 【受付〆切：３月３1日】

Q１：銘板はどこに出来るのですか？
　A１�：新病院棟（１号館)１階正面入口付近のホスピタルモー

ルに掲出し、ライトアップする予定です。
Q２：銘板の対象者の条件は？
　A２�：下記、募金名称・期間種別中のＡ＋Ｂへの寄付者が対

象です。個人・法人・有志団体いずれかで、寄付累計額
100万円以上が条件となります。下記Ｃへのご寄付につ
きましては、既に日吉・三田キャンパスに銘板が掲出さ
れています。

Q３：募金申込はいつまで可能ですか？
　A３：2018年３月31日までとなります。
Q４：有志団体と個人の寄付はどう違うのですか？
　A４�：有志団体は慶應義塾基金室にご登録頂いた５名以上の

グループとなります。ご登録については慶應義塾基金室
までお問合せください。

Q５�：いくら寄付をしたかわからなくなったらどこに連絡をし
たらいいですか？

　A５�：慶應義塾基金室または三四会募金事務局までお問い合
わせください。（お問い合わせ先参照）

Q６�：ピンバッジを頂きましたが、銘板にも寄付者名が載りま
すか？

　A６�：ピンバッジと銘板では条件が異なります。ピンバッジ
は募金名称・期間種別中のA＋Ｂ＋Ｃが基準となりま
す。銘板はA＋Ｂが基準となります。ご不明な点は、慶
應義塾基金室または三四会募金事務局までお問い合わせ
ください。（お問い合わせ先参照）

【新病院棟への募金まるわかり】

が
、
手
法
や
考
え
方
を

遺
伝
病
な
ど
難
治
性
あ

る
い
は
希
少
性
疾
患
の

治
療
に
も
応
用
す
る
。

　

具
体
的
に
は
現
時
点

で
以
下
の
６
つ
の
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
の
研
究

者
と
Ｊ
Ｓ
Ｒ
の
研
究
者

が
協
働
し
て
、
研
究
を

推
進
し
、
実
装
化
を
目

指
す
。

①
が
ん
の
不
均
一
性
を

評
価
す
る
バ
イ
オ
マ
ー

カ
ー
探
索

②
人
工
が
ん
幹
細
胞

（
ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
を
基
盤

と
し
た
腫
瘍
マ
ウ
ス
モ

デ
ル
の
構
築
と
創
薬
へ

の
応
用

③
人
工
線
維
芽
前
駆
細

胞
に
よ
る
が
ん
・
遺
伝

病
へ
の
応
用

④
が
ん
免
疫
療
法　

治
療
法

選
択
の
た
め
の
が
ん
組
織
診

断
と
リ
キ
ッ
ド
・
バ
イ
オ
プ

シ
ー　

⑤
が
ん
免
疫
治
療
用
抗
腫
瘍

Ｔ
―
細
胞
の
選
択
、
免
疫
マ

ー
カ
ー
・
腫
瘍
抗
原
の
探
索

⑥
が
ん
初
代
培
養
並
び
に
抗

が
ん
剤
感
受
性
評
価
系
の
開

発こ
れ
ら
の
基
盤
的
な
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
が
ん
ゲ
ノ
ム

解
析
に
基
づ
く
治
療
法
選
択

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
加

わ
り
、
次
世
代
のprecision 

medicine

を
構
築
す
る
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｒ
に
は
診
断
薬
関
連

素
材
や
、
抗
体
・
Ｒ
Ｎ
Ａ
の

検
出
技
術
、
臨
床
検
査
薬
開

発
な
ど
実
用
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
豊
富
に
あ
り
、
基
礎
研
究

の
早
い
段
階
か
ら
基
礎
研
究

者
お
よ
び
病
院
の
医
師
と
共

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

こ
と
で
、
迅
速
に
社
会
の
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
る
「
産
物
」

の
取
得
が
期
待
で
き
る
。
領

域
1
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、

産
学
医
連
携
の
新
し
い
姿
を

示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

吉沢　守（56相当）医療法人平和会理事長
　三四会広報より「募金の声」への投稿依頼を受け、今
回、新病院棟建設事業に寄付をさせて頂くに至った経緯を
寄稿させて頂きました。
　私は、昭和43年慶應志木高卒後、一時文系へ進み中退。
昭和52年岩手医大卒後、慶應内科学教室へ入局（56相当）。
約10年間腎・内に在籍。昭和63年医療法人平和会（人工透
析）を開設し、現在に至っております。今回応募した理由
は、単にお世話になった塾への恩返しに他なりません。私
共吉沢一族は四代に渡り、塾の恩恵を被って参りました。
初代は祖母です。私の父は、慶應医学部23回生で、終戦直
後、荒廃した慶應病院で、伝説の長谷川弥人先生に怒鳴ら
れながら、二人で全病棟を診ていたそうです。
　その頃、祖母が破傷風に罹患し、慶應病院に入院、治療
を受けました。余談ですが、祖父母は夏目漱石と親交が深
かった由。祖父は「坊ちゃん」に登場する「山嵐」のモデ
ルとされる数学者で、小説のとおり正義感が強く、愛情深

い熱血漢だったそうです。二代目は父で、「山嵐」の性格
をそのまま受け継ぎ、皆に愛される人でした。そんな性格
からか、同期生（影山圭三先生、土屋健三郎先生、吉岡守
正先生等）が、度々、我家に集結し、酒を酌み交わしなが
ら、夜遅くまで語らっておられました。私も多くの事を人
生訓として学ばせて頂きました。三代目は私。四代目は愚
息、吉沢城（85相当）です。現在、慶應救急科に所属し、
佐々木淳一教授の下で学ばせて頂いております。
　昨年5月、我が志木高の後輩、戸山芳昭先生と岡野栄之
先生の主導で、医学部百年記念行事が開催されましたが、
その歴史の八割近くの期間、吉沢一味は慶應医学の恩恵を
被って来たことになります。
　いつの日か、頂いた恩に報いたい、と考えていた折、今
回のお話を頂き、渡りに船で、僅かながらの協力をさせて
頂きました。
　この様な機会を与えて頂いた事に感謝いたします。

「恩返し」

山澤 文裕（60回）丸紅健康開発センター　慶應産業保健研究会会長
自分の未来への投資

　「新病棟建設のため100万円の寄付をお願いします」と
のご案内が届き始めて早5年が経ちました。何度も続くと
不思議なことに新しいバランスが生じ、寄付をすることを
自然に思うようになりました。「慶應ファースト」だか
ら、三四会員は寄付しなければならない、という偏ったご
案内であったなら、新病棟建設への寄付について理解され
えなかったことと思います。三四会員は誰よりも独立自尊
を体現し、十分に考え、方針に納得した上で行動するから
です。ご案内を継続された三四会募金委員会の長年の努力
に敬意を表したいと思います。しかし、大成功であったか
というと実はそうではなく、まだ当初目標額に達しておら
ず、募金委員会としては最後までがんばらなければならな
い状況です。
　今回の新病棟建設への寄付は慶應病院の未来への投資に
とどまらず、三四会員自身や社会への投資であると理解し
ています。慶應病院の未来が素晴らしくなることは、三四

会員として高いプライドを持つことができますし、日本の
みならず世界への貢献が無限に広がる可能性があります。
　Needsがあれば、適切にSeedsし、より良い収穫ができ
るように栄養を与えることは当然のことです。他の大学病
院では見え麗しい病棟が次々と建設されていますので、今
回やっと追いつくことができます。追い越すのかどうか、
わかりませんが、リスクマネジメントの観点から大きな前
進です。若い優秀なスタッフが自信を持って「すべてにお
いて最高の病院」と言える病院作りの第1歩であり、慶應
医学ブランドを世界のトップレベルに高める事業の始まり
です。
　三四会員の皆様、自身の未来のために、ぜひ慶應病院に
栄養を与えていただきたく思います。これは間違いなく良
質な投資であります。今回の投資期限は2018年３月末日で
す。遅れることのないようにお願いいたします。三四会の
真の実力を見せつけましょう。

高木　誠（58回）関連病院会会長　東京都済生会中央病院院長
次の１00年に向けて〜新執行部に寄せる期待〜

　医学部新聞1月号掲載の竹内常任理事、天谷医学部長、
北川病院長による「2018新春特別座談会」を興味深く読ま
せていただきました。今年は100周年記念事業として計画さ
れた新病院棟が竣工し、医学部にとっては次の100年に向け
た新たな慶應医学が始動する大切な年です。座談会では新
執行部による新しい時代への抱負と意気込みが力強く語ら
れており、社中の一員としてとても頼もしく思いました。
　2〜３年前からだったでしょうか、玄関を通り病院の中
に足を踏み入れた時に「慶應病院の雰囲気は変わったな」
と感じるようになりました。正直言ってそれまでの慶應病
院は古い体質の大学病院に有り勝ちな「院内は雑然として
いてみんながいつも何かに急かされている」という雰囲気
でした。患者さんファーストの病院とはとても言えるよう
な状態ではなかったと思います。しかし、竹内常任理事が
病院長となり、臨床研究中核病院の認定取得を目指し始め
た頃から慶應病院の体質は確実に変わり始めたと思いま
す。院内には落ち着きが出て、患者さんを大切にしようと
いう雰囲気が感じられるようになりました。これは簡単に

成し得ることではなく、病院長が先頭に立って職員の意識
改革を行った成果です。是非、新病棟でも患者ファースト
の大学病院のあり方を追究して、サービスとホスピタリテ
ィーの向上を目指していただきたいと思います。
　関連病院会としては、座談会の中で天谷医学部長が話さ
れている「医学部として今後戦略が必要な問題は関連病院
との連携である」というご指摘にエールを送ります。医学
部と関連病院との現在の主な関係は医師の派遣元と派遣先
という関係ですが、そのつながりは各教室（医局）と各病院
との間の個別の関係が主体であり、医学部としての戦略的
見地に立った体制はできていないのが現状です。新しい時
代の慶應医学の発展のためには、個々の教室や病院の事情
だけにとらわれず、医学部と関連病院は大局的にどのよう
に連携していくべきか、そのためにはどのようなしくみを
作るべきかを互いに真剣に議論していく必要があります。
　最後になりましたが、医学部、病院が新病院棟の竣工を
機に、診療、研究、教育のすべての分野に渡って新しい時
代を切り開かれることを祈念いたします。　

慶應義塾基金室（平日９:00～17:00）
TEL：03-5427-1898　E-Mail：kikin-box@adst.keio.ac.jp

三四会募金事務局（平日９:00～17:00）
TEL：03-3356-5568　E-Mail：shintoubokin@sanshikai.jp

■募金に関するお問い合わせ先
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